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奉

教

士

人

と

在

華

イ

エ

ズ

ス

会

「

上

層

路

線

」

の

展

開

―
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
―

史

習

隽

は

じ

め

に

徐
光
啓
は
礼
部
尚
書
に
い
た
っ
た
大
官
で
あ
り
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
最
も
有
力
な
保
護
者
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
天
主
教
・
西
学

の
伝
播
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
彼
は
宣
教
師
に
従
っ
て
天
主
教
義
や
西
学
を
習
い
、
関
連
書
籍
を
翻
訳
し
て
天
主

教
・
西
学
の
普
及
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
徐
光
啓
は
、
積
極
的
に
官
界
に
有
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
脈
を
利
用
し
て
、
宣
教
師
た

ち
を
朝
廷
や
ほ
か
の
士
大
夫
た
ち
に
推
薦
す
る
と
と
も
に
、
教
難
の
際
に
は
宣
教
師
た
ち
に
支
援
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
布
教
事
業
の
進

展
や
そ
の
保
護
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
彼
が
布
教
事
業
に
与
え
た
影
響
は
、
ま
さ
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
が
中
国
布
教
に
お
い
て
採
用
し
た
、

「
上
層
路
線
」
方
針
の
最
も
理
想
的
な
成
功
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
上
層
路
線
」
の
伝
道
方
針
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
布
教
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
布
教
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
き
た(

１)

。
従
来
の
研
究
で
は
、
お
も
に
「
上
層
路
線
」
方
針
が
と
ら
れ
た
背
景
や
、

イ
エ
ズ
ス
会
が
西
学
を
通
じ
て
中
国
の
知
識
層
に
与
え
た
思
想
・
学
問
的
な
影
響
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
上
層
路
線
」
方
針

が
実
際
の
布
教
に
お
い
て
如
何
な
る
形
で
実
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
具
体
的
に
如
何
な
る
効
果
を
あ
げ
た
の
か
、
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
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は
、
先
行
研
究
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
奉
教
士
人
と
の
交
際
は
、
「
上
層
路
線
」
方
針
が
現
実
に

展
開
さ
れ
た
典
型
的
な
事
例
で
あ
り
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
奉
教
士
人
と
の
交
際
の
実
態
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
な
事
例
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

奉
教
士
人
と
イ
エ
ズ
ス
宣
教
師
ら
と
の
交
際
に
つ
い
て
、
明
末
の
天
主
教
布
教
・
西
学
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
お
も
に
暦
法
編
修
や

軍
事
改
革
を
主
と
す
る
西
学
東
伝
な
ど
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た(

２)

。
し
か
し
、
体
系
的
に
、
特
に
天
主
教
布
教
自
体
を
め
ぐ
っ
て
奉
教

士
人
と
宣
教
師
ら
と
の
交
際
の
実
態
を
検
討
し
た
研
究
は
い
ま
だ
乏
し
い
。
林
金
水
氏
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利
瑪
竇
、Ma

tt
e
o
R
i
c
ci

）

に
関
す
る
専
論
に
お
い
て
、
リ
ッ
チ
と
中
国
の
士
大
夫
た
ち
と
の
交
際
を
全
体
的
に
整
理
し
て
分
析
し
て
い
る(

３)

。
た
だ
し
林
氏
以
外
で
は

奉
教
士
人
と
宣
教
師
と
の
相
互
的
な
交
流
に
関
す
る
論
考
は
少
な
い(

４)

。
代
表
的
な
奉
教
士
人
と
宣
教
師
ら
と
の
交
際
の
実
例
を
、
イ
エ
ズ

ス
会
布
教
事
業
の
展
開
と
結
び
つ
け
て
分
析
す
れ
ば
、「
上
層
路
線
」
方
針
の
実
践
と
そ
の
効
果
を
よ
り
全
面
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

徐
光
啓
と
宣
教
師
と
の
交
流
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
彼
と
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
の
関
係
に
関
心
が
集
中
し
て
お
り(

５)

、
お
も
に
西
学

の
導
入
と
の
関
連
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
徐
光
啓
と
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
と
の
、
多
面
的
な
交
流
の
実
態
を
全
面
的
に
論
じ
、

そ
れ
を
天
主
教
布
教
の
進
展
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
研
究
は
な
お
乏
し
い
。

さ
ら
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
お
も
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』(

６)

（
以
下
『
布
教
史
』
と
略
称
）
と
漢
文
史

料
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
リ
ス
ボ
ン
に
あ
る
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
（Biblioteca

da
A

juda

）
が
所
蔵
す
る
一
八
世
紀
の

イ
エ
ズ
ス
会
関
係
の
写
本
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
（
伏
若
望
、João

Froes )

に
よ
る
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」

と
い
う
新
出
史
料
が
発
見
・
紹
介
さ
れ
て
い
る(

７)

。
こ
の
史
料
に
は
徐
光
啓
と
何
人
か
の
宣
教
師
ら
と
の
交
際
に
つ
い
て
、
貴
重
な
記
事
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
（
曽
徳
昭
、A

lvaro
Sem

edo

）
の
中
華
帝
国
史(

８)

や

、

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ロ
ン
ベ
ル
（
高
龍
鞶
、A

uguste
Colom

bel

）
の
『
江
南
伝
教
史
』(

９)

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ

ス
会
士
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ゴ
ヴ
ェ
ア
（
何
大
化
、A

ntónio
de

G
ouvea

）
の
ア
ジ
ア
布
教
史
な
ど
、
ほ
か
の
イ
エ
ズ
ス
会
史
関
係
史
料
の

奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）
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な
か
に
も
（

）

、
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
江
南
士
大
夫
と
の
交
際
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
有
用
な
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
で
は
十

10

分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
史
料
を
照
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
徐
光
啓
と
宣
教
師
ら
と
の
交
際
の
実
態
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

上
述
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
徐
光
啓
と
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ン
ビ
ャ
シ
（
畢
方
済
、Francesco

Sam
biasi

）
と
の
交
際
の
事
例
を
代
表
例
と
し
て
あ
げ
て
考
察
を
く
わ
え
る
。
史
料
的
に
は
、
『
布
教
史
』
や
漢
文
史
料
だ
け
で
な
く
、
上

述
し
た
新
出
史
料
や
、
従
来
の
研
究
で
は
十
分
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
を
活
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
徐
光
啓
の
よ
う
な
官
界

に
お
い
て
影
響
力
を
有
す
る
奉
教
士
人
た
ち
が
、
在
華
天
主
教
の
存
続
・
発
展
に
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
推
進
し
た
「
上

層
路
線
」
方
針
の
展
開
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

徐

光

啓

が

官

界

で

有

す

る

人

脈

と

サ

ン

ビ

ャ

シ

の

布

教

活

動

の

展

開

徐
光
啓
は
万
暦
二
三
（
一
五
九
五
）
年
に
韶
州
で
は
じ
め
て
天
主
教
に
触
れ
、
万
暦
三
一
（
一
六
○
三
）
年
に
南
京
で
洗
礼
を
受
け
て
、

正
式
に
天
主
教
徒
と
な
っ
た
。
徐
光
啓
が
天
主
教
に
改
宗
し
た
時
は
ま
だ
挙
人
だ
っ
た
が
、
二
年
後
、
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
院
に
入
っ
た
。

そ
の
後
は
宣
教
師
ら
と
親
密
に
交
際
し
、
次
第
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
最
も
重
要
な
後
援
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。
徐
光
啓
は
宣
教
師
た
ち
と
交

際
す
る
な
か
で
、
彼
ら
か
ら
天
主
教
の
教
義
や
西
学
を
習
い
、
ま
た
関
係
書
籍
を
翻
訳
す
る
と
と
も
に
、
官
界
に
お
け
る
自
ら
の
人
脈
を
利

用
し
て
、
宣
教
師
ら
の
布
教
事
業
の
展
開
に
協
力
し
て
い
た
。
万
暦
四
四
（
一
六
一
六
）
年
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
枢
機
卿
で
あ

る
ロ
ベ
ル
ト
・
ベ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
（Roberto

Bellarm
ino

）
か
ら
中
国
天
主
教
徒
全
体
に
祝
福
の
手
紙
が
送
ら
れ
た
時
も
、
徐
光
啓
は
中
国
教

徒
を
代
表
し
て
返
信
し
て
い
る(

)

。
11

近
年
、
明
末
天
主
教
に
関
す
る
研
究
で
は
、
奉
教
士
人
が
有
す
る
人
脈
と
天
主
教
・
西
学
の
伝
播
と
の
つ
な
が
り
に
対
し
て
し
だ
い
に
関

東
洋
史
論
集
四
四
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

心
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る(

)

。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
基
本
的
に
は
奉
教
士
人
ら
の
人
間
関
係
の
整
理
を
概
説
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

12

る
。
徐
光
啓
の
官
界
で
有
す
る
人
脈
が
、
実
際
に
如
何
な
る
形
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
以
下
、
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
具
体
的
な
交
際
事
例
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
王
伝
松
氏
が
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
無
錫
に
お
け
る
布
教
活
動
を
論
じ
る(

)

。
湯
開
建
氏

13

・
王
婧
氏
が
『
正
教
奉
褒
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
奏
摺
に
よ
り
、
彼
が
明
朝
と
マ
カ
オ
と
の
外
交
活
動
に
お
い
て
果
た
し
た

役
割
を
再
考
し
て
い
る(

)

。
ま
た
浅
見
雅
一
氏
は
中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
任
官
問
題
を
検
討
す
る
な
か
で
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
が
南
明

14

の
弘
光
政
権
と
隆
武
政
権
に
官
僚
と
し
て
任
用
さ
れ
た
こ
と
に
論
及
し
て
い
る(

)

。
た
だ
し
以
上
の
研
究
で
は
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
徐
光
啓
と

15

の
交
際
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
近
年
、
中
砂
明
徳
氏
は
、
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
な
ど
を
含
め
た
大
量
の
西
洋
文
献
を
利
用
し
て
、

サ
ン
ビ
ャ
シ
が
北
京
に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
、
死
去
す
る
ま
で
の
軌
跡
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る(

)

。
そ
こ
で
中
砂
氏
は
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
徐

16

光
啓
と
の
交
際
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る
が
、
簡
単
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
徐
光
啓
の
持
つ
人
脈
が
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
布
教
活
動
に

お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
万
暦
四
一
（
一
六
一
三
）
年
に
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
数
年
の
間
に
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
布
教
活
動
に
お

い
て
常
に
徐
光
啓
の
指
導
と
支
持
と
を
受
け
て
お
り(

)

、
ま
た
徐
光
啓
は
彼
の
官
界
で
有
す
る
人
脈
を
通
じ
て
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
布
教
活
動

17

を
後
援
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
万
暦
四
四
年
に
南
京
教
難
が
起
っ
た
際
に(

)

、
西
洋
人
宣
教
師
た
ち
は
マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

18

た
。
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
の
記
録
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
北
京
で
布
教
し
て
い
た
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
何
人
か
の
宣
教
師
た
ち
は
、
み
な

徐
光
啓
の
故
郷
で
あ
る
上
海
に
避
難
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
孫
元
化
は
た
だ
ち
に
彼
の
息
子
を
派
遣
し
て
宣
教
師
た
ち
を
招
請
し
た
。

孫
元
化
の
招
請
に
よ
り
、
宣
教
師
た
ち
は
二
手
に
分
か
れ
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
含
め
た
一
部
の
宣
教
師
ら
は
孫
元
化
の
故
郷
で
あ
る
嘉
定
に
避

難
し
て
い
る(

)

。
19

孫
元
化
は
、
早
く
か
ら
徐
光
啓
の
影
響
を
受
け
て
天
主
教
信
仰
と
西
学
と
を
受
容
し
て
お
り
、
改
宗
直
後
か
ら
嘉
定
で
の
天
主
教
布
教
を
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企
図
し
て
お
り
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
た
ち
は
、
嘉
定
に
到
来
し
た
最
初
の
宣
教
師
で
あ
っ
た(

)

。
彼
ら
が
嘉
定
に
到
着
し
た
後
の
様
子
に
つ
い
て
、

20

セ
メ
ー
ド
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

イ
グ
ナ
シ
オ
博
士
（
孫
元
化
）
は
神
父
が
到
着
す
る
前
に
、
既
に
神
父
が
学
習
す
る
場
所
を
提
供
す
る
た
め
の
宿
所
を
自
宅
の
隣
に
用

意
し
て
い
た
。
そ
の
宿
所
は
彼
の
邸
宅
の
内
部
に
あ
る
た
め
、
神
父
に
と
っ
て
は
と
て
も
便
利
で
あ
っ
た
。
宿
所
に
は
幾
つ
か
の
部
屋

と
ミ
サ
用
の
礼
拝
堂
が
あ
り
、
必
要
な
家
具
も
す
べ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
神
父
た
ち
は
布
教
と
演
説
を
通
じ
て
、
多
く
の

人
々
を
引
き
付
け
た(

)

。
21

孫
元
化
は
避
難
し
た
サ
ン
ビ
ャ
シ
た
ち
に
宿
所
や
礼
拝
堂
な
ど
を
用
意
し
、
極
力
彼
ら
の
生
活
に
利
便
を
は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
サ

ン
ビ
ャ
シ
た
ち
の
到
来
は
、
嘉
定
に
お
け
る
天
主
教
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
。
孫
元
化
と
宣
教
師
ら
の
努
力
で
、
嘉
定
で
も
天
主
教
は
発

展
に
む
か
い
、
孫
元
化
は
嘉
定
に
立
派
な
教
堂
を
建
て
、
セ
メ
ー
ド
を
含
む
数
人
の
宣
教
師
た
ち
を
招
い
た
。
そ
の
教
会
も
後
に
宣
教
師
ら

が
常
駐
す
る
住
院
（Residence )

の
一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る(

)

。
22

天
啓
元
（
一
六
二
一)

年
、
教
難
は
ま
だ
鎮
静
化
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
北
京
に
潜
入
し
、
徐
光
啓
の
北
京
で
の
邸
宅
に

寓
居
し
て
い
た(

)

。
当
時
詹
事
府
少
詹
事
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
徐
光
啓
は
、
病
気
の
た
め
天
津
で
休
養
し
て
い
た
が
、
後
金
軍
の
攻
撃
を
防

23

衛
す
る
た
め
、
朝
廷
に
召
還
さ
れ
た(

)

。
北
京
に
戻
っ
た
徐
光
啓
は
、
西
洋
大
砲
の
製
造
に
関
し
て
サ
ン
ビ
ャ
シ
た
ち
を
朝
廷
に
推
薦
す
る

24

と
と
も
に(

)

、
天
主
教
の
布
教
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
た
。

25

こ
の
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
よ
れ
ば
、
徐
光
啓
の
知
友
で
あ
る
鳳
陽
府
五
河
県
の
知
県
は(

)

、
宣
教
師
ら
を
尊
敬
し
、
天
主
教
に
も
関

26

心
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
徐
光
啓
の
紹
介
に
よ
り
、
知
県
に
天
主
教
を
伝
え
る
た
め
五
河
県
に
赴
い
た
。
知
県
は
サ
ン
ビ
ャ

シ
に
天
主
教
に
改
宗
し
た
い
と
伝
え
た
が
、
彼
に
妾
が
い
た
た
め
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
正
式
な
天
主
教
徒
に
は
な
れ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
知
県
は
常
に
自
分
が
徐
光
啓
と
同
じ
信
仰
を
持
っ
て
い
る
と
称
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ビ
ャ
シ
が
五
河

県
に
滞
在
す
る
数
ヶ
月
間
の
う
ち
に
、
彼
は
、
知
県
の
家
族
と
多
く
の
県
民
た
ち
に
洗
礼
を
授
け
、
五
河
県
に
お
け
る
天
主
教
発
展
の
基
礎

を
築
い
た(

)

。
五
河
県
か
ら
北
京
に
帰
る
と
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
ふ
た
た
び
徐
光
啓
の
住
居
に
戻
っ
た
。

27
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

そ
の
頃
、
徐
光
啓
の
門
人
の
鹿
善
継
は
、
万
暦
帝
の
意
向
に
背
い
て
軍
費
を
転
用
し
た
た
め
に
降
職
さ
れ(

)

、
座
師
の
徐
光
啓
へ
何
回
も

28

書
簡
を
送
り
、
苦
境
を
訴
え
て
い
た
。
徐
光
啓
は
鹿
善
継
に
返
信
し
、
彼
を
慰
め
る
と
と
も
に
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
ら
西
洋
宣
教
師
を
紹
介
し
、

彼
ら
に
西
学
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
よ
う
に
勧
め
た
。
そ
の
手
紙
の
な
か
で
、
徐
光
啓
は
サ
ン
ビ
ャ
シ
ら
の
品
行
と
博
学
を
称
揚
し
、
西
学
、

特
に
西
洋
兵
法
と
火
器
の
効
用
を
強
調
し
て
い
る(

)

。
鹿
善
継
は
最
終
的
に
天
主
教
に
改
宗
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
天
主
教
関
係
の
書
籍
に

29

序
文
を
書
い
た
り
、
宣
教
師
ら
に
詩
文
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り(

)

、
徐
光
啓
の
影
響
で
天
主
教
や
西
学
に
好
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

30

疑
い
な
い
。
鹿
善
継
は
孫
元
化
と
同
様
に
、
孫
承
宗
の
下
僚
で
あ
り
、
孫
承
宗
は
徐
光
啓
の
軍
事
改
革
の
有
力
な
支
持
者
の
一
人
で
あ
っ
た

(
)

。
ま
た
鹿
善
継
も
徐
光
啓
と
同
じ
よ
う
に
、
軍
事
に
お
け
る
西
洋
火
器
の
重
要
性
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
鹿
善
継
と
孫
承

31宗
の
共
著
に
よ
る
『
車
営
扣
答
合
編
』
で
は
、
多
く
の
西
洋
大
砲
を
、
車
、
歩
、
騎
と
結
合
し
て
活
用
す
る
戦
術
を
論
じ
て
い
る(

)

。
こ
の

32

ほ
か
に
も
、
鹿
善
継
は
「
車
営
説
」
や
「
前
鋒
後
勁
説
」
な
ど
を
著
し
、
西
洋
火
器
の
習
得
と
使
用
を
提
唱
し
て
い
た(

)

。
鹿
善
継
に
よ
る

33

西
洋
火
器
の
唱
導
に
、
師
の
徐
光
啓
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
ら
に
鹿
善
継
の
門
人
で
あ
り
、
数
学
と
天
文
に
通
じ
て
い
た
薛
鳳
祚
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
か
ら
、
徐
光
啓
ら
が
導
入
を
主
張
し
て

い
た
西
洋
の
天
文
算
学
を
習
っ
て
い
た
。
天
文
暦
法
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
薛
鳳
祚
は
、
元
来
は
旧
来
の
暦
法
を
学
ん
で
い
た
が
、
そ

の
後
、
宣
教
師
の
影
響
で
西
洋
暦
法
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た(

)

。
そ
の
後
、
薛
鳳
祚
は
ド
イ
ツ
宣
教
師
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
（
湯
若
望
、Johann

34
A

dam
Schallvon

Bell

）
や
イ
タ
リ
ア
宣
教
師
ジ
ャ
コ
モ
・
ロ
ー
（
羅
雅
谷
、G

iacom
o

Rho

）
ら
の
天
文
算
書
を
習
い(

)

、『
天
歩
真
原
』
、

35

『
天
学
会
通
』
な
ど
の
天
文
学
に
関
す
る
西
学
著
作
を
編
訳
し
、
ま
た
水
利
に
関
す
る
『
両
河
清
彙
』
を
編
纂
し
て
い
る
。
薛
鳳
祚
は
鹿
善

継
を
通
じ
て
、
徐
光
啓
が
主
唱
し
た
西
学
導
入
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

天
啓
年
間
に
は
、
閹
党
（
宦
官
派
）
が
権
勢
を
独
占
し
、
朝
政
は
混
乱
を
き
わ
め
た
。
朝
政
に
失
望
し
た
徐
光
啓
は
、
天
啓
元
年
の
年
末

に
ふ
た
た
び
病
気
に
託
け
て
官
職
を
退
き
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
招
い
て
彼
と
と
も
に
上
海
に
戻
っ
た
。
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
上
海
に
滞
在
す
る
間
、

上
海
県
と
そ
の
周
辺
の
地
区
に
お
い
て
布
教
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
霊
魂
（
亜
尼
瑪
、A

nim
a

）
観
念
を
語
る
『
霊
言
蠡
勺
』
を
徐
光
啓
に

口
述
し
て
い
る
。
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東
洋
史
論
集
四
四

天
啓
七
（
一
六
二
八)

年
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
松
江
で
の
布
教
に
よ
る
過
労
か
ら
、
山
西
に
休
養
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
途
中
、
河

南
の
開
封
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
、
洗
礼
名
を
ピ
エ
ト
ロ
（
伯
多
祿
、Pietro

）
と
い
う
山
西
絳
州
の
商
人
に
出
会
っ
た(

)

。
36

ピ
エ
ト
ロ
の
招
請
で
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
暫
く
開
封
に
留
ま
り
、
開
封
で
も
布
教
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た(

)

。
新
し
い
布
教
拠
点
を
開
拓

37

す
る
に
は
、
地
元
の
有
力
者
の
支
持
が
必
要
で
あ
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ロ
ン
ベ
ル
に
よ
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
開

封
で
、
一
人
の
官
員
と
再
会
し
た
。
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
北
京
で
徐
光
啓
の
邸
宅
に
寓
居
し
て
い
た
際
に
、
徐
光
啓
の
紹
介
に
よ
り
、
そ
の
官
員

と
面
識
を
持
っ
て
い
た(

)

。
一
六
二
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
員
は
、
官
界
に
お
い
て
大
き
な
声
望
を
有
す
る
高
官
だ

28

っ
た
と
い
う(

)

。
彼
の
紹
介
を
通
じ
て
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
開
封
に
お
け
る
何
人
か
の
重
要
な
官
員
の
知
遇
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら

39

の
官
員
た
ち
の
後
援
に
よ
っ
て
、
開
封
に
お
け
る
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
布
教
活
動
は
順
調
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
山
東
や
南
京
な
ど
で
布
教
を
つ
づ
け
た
が
、
崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
、
徐
光
啓
は
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
南
京
の
欽

天
監
に
推
薦
し
、
日
食
・
月
食
や
経
緯
度
な
ど
の
測
量
に
参
加
さ
せ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
機
会
を
通
じ
て
、
教
難
に
よ
り
重
大
な
打
撃
を
受

け
た
南
京
の
教
務
を
復
興
し
よ
う
と
考
え
て
い
た(

)

。
し
か
し
同
年
、
徐
光
啓
は
病
気
で
逝
去
し
た
。
そ
の
後
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
、
徐
光
啓

40

の
門
人
で
あ
り
、
暦
局
に
お
け
る
後
継
者
で
あ
っ
た
奉
教
士
人
李
天
経
の
も
と
で
修
暦
を
つ
づ
け
な
が
ら
、
朝
廷
の
高
官
た
ち
と
も
交
際
し

て
い
た(

)

。
41

当
時
、
あ
る
徐
光
啓
の
門
人
が
、
南
京
兵
部
の
高
官
と
な
っ
て
い
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
徐
光
啓
は
死
去
す
る
前
に
、

こ
の
門
人
に
手
紙
を
書
き
、
宣
教
師
の
布
教
活
動
を
支
援
す
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
録

し
て
い
る
。

徐
保
禄
（
光
啓
）
は
、
生
涯
教
会
に
対
し
て
熱
情
を
持
っ
て
お
り
、
た
と
え
病
気
に
な
っ
た
時
も
、
臨
終
の
時
で
も
、
同
様
で
あ
っ
た
。

神
父
た
ち
が
も
う
一
度
南
京
に
入
る
こ
と
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
彼
は
、
重
病
に
な
っ
た
際
に
も
、
当
時
南
京
に
い
る
あ
る
高
官
に

手
紙
を
送
っ
て
、
あ
る
神
父
を
彼
の
保
護
の
下
に
置
き
、
神
父
が
以
前
の
よ
う
に
自
由
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
神
父
が
南

京
に
到
着
し
た
時
、
こ
の
官
員
は
、
徐
保
禄
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
永
遠
の
幸
福
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
に
も
関
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

わ
ら
ず
、
彼
は
徐
保
禄
が
手
紙
の
な
か
で
嘱
託
し
て
い
る
よ
う
に
神
父
の
面
倒
を
見
た
。
彼
が
神
父
の
た
め
に
や
っ
た
こ
と
は
徐
保
禄

の
嘱
託
以
上
で
あ
っ
た
。
彼
は
神
父
を
自
ら
の
家
族
の
よ
う
に
接
待
す
る
の
み
な
ら
ず
、
常
に
神
父
の
も
と
を
訪
れ
た(

)

。
42

こ
の
官
員
は
徐
光
啓
の
死
後
も
、
座
師
の
恩
情
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
家
族
の
如
く
宣
教
師
ら
を
接
待
し
、
布
教
に
協
力
し
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

時
期
か
ら
み
て
、
こ
の
南
京
に
入
っ
た
宣
教
師
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
く
サ
ン
ビ
ャ
シ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
南
京
兵
部
の
高
官
と
は
、

お
そ
ら
く
当
時
南
京
兵
部
尚
書
で
あ
っ
た
呂
維
祺
を
指
す
に
ち
が
い
な
い
。
呂
維
祺
は
万
暦
四
一
（
一
六
一
三
）
年
の
進
士
で
あ
り
、
そ
の

際
の
会
試
同
考
官
は
徐
光
啓
で
あ
っ
た
。『
南
呉
旧
話
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
会
試
を
受
け
た
鹿
善
継
・
呉
維
祺
・
張
宗
衡
の
三
人
の
答
案

を
、
も
う
一
人
の
同
考
官
は
評
価
し
な
か
っ
た
が
、
徐
光
啓
は
彼
ら
を
高
く
評
価
し(

)

、
こ
れ
に
よ
っ
て
三
人
は
会
試
に
合
格
し
た
と
い
う

43

(
)

。
こ
の
た
め
、
呂
維
祺
は
終
始
徐
光
啓
に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

44

ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
も
、
南
京
の
官
員
た
ち
は
こ
の
高
官
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
、「
神
父
に
た
く
さ
ん
の
支
援
を
与
え
て
い
た
。

彼
ら
の
権
力
を
使
っ
て
、
常
に
神
父
の
も
と
を
訪
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
神
父
に
教
堂
を
購
入
す
る
金
銭
を
与
え
た
。
現
在
（
一
六
三
七
～
四

一
年
前
後
）、
そ
の
教
堂
は
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
が
満
た
さ
れ
て
お
り
、
信
者
た
ち
に
援
助
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
信
者
の
数
は
大
き
く
増
加

し
た
」
と
伝
え
て
い
る(

)

。
こ
の
よ
う
に
、
南
京
の
官
員
た
ち
の
後
援
や
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
努
力
に
よ
り
、
南
京
教
難
で
打
撃
を
う
け
た
教

45

務
も
、
徐
々
に
回
復
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
徐
光
啓
は
積
極
的
に
彼
の
官
界
に
お
け
る
人
脈
を
利
用
し
て
、
宣
教
師
ら
と
彼
ら
が
も
た
ら
し
た
西
学
を
、
周
囲
の
官
員
た

ち
に
紹
介
・
推
薦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
界
や
士
人
社
会
に
お
け
る
天
主
教
信
仰
の
普
及
と
布
教
事
業
の
拡
張
に
尽
力
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
徐
光
啓
の
影
響
で
天
主
教
に
入
信
し
、
あ
る
い
は
宣
教
師
た
ち
に
好
意
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
官
員
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
彼
ら
は

官
界
に
お
い
て
も
、
地
元
の
士
人
社
会
に
お
い
て
も
影
響
力
を
有
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
官
員
た
ち
に
よ
る
支
援
は
、
宣
教
師
ら
の
布

教
活
動
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
布
教
活
動
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
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二

教

難

に

お

け

る

徐

光

啓

の

サ

ン

ビ

ャ

シ

に

与

え

た

援

助

前
節
で
は
、
徐
光
啓
の
よ
う
な
奉
教
士
人
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
、
と
く
に
官
界
に
お
け
る
人
脈
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教

師
た
ち
の
布
教
活
動
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
徐
光
啓
の
よ
う
な
有

力
な
奉
教
士
人
ら
の
支
持
と
協
力
を
得
て
い
た
が
、
布
教
活
動
は
い
つ
も
順
調
に
進
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
人
の
外
国
人
に

対
す
る
排
外
思
想
や
、
天
主
教
と
仏
教
と
の
衝
突
な
ど
様
々
な
政
治
的
・
社
会
的
な
原
因
で
、
宣
教
師
ら
が
は
じ
め
て
中
国
の
土
地
を
踏
ん

だ
時
か
ら
、
官
民
の
反
天
主
教
運
動
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
た(

)

。
46

明
末
清
初
に
お
け
る
最
も
著
名
な
反
天
主
教
運
動
の
一
つ
は
、
南
京
教
難
で
あ
っ
た
。
南
京
教
難
は
、
万
暦
四
四
（
一
六
一
六
）
年
に
南

京
礼
部
尚
書
沈
㴶
が
朝
廷
に
三
度
に
わ
た
り
「
参
遠
夷
疏
」
を
上
奏
し
て
、
宣
教
師
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
（
王
豊
粛
ま
た
は
高

一
志
、A

lfonso
V

agnoni )

た
ち
を
非
難
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
反
天
主
教
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
難
は
、
天
啓
二
（
一
六
二
二
）
年
沈

㴶
が
葉
向
高
に
よ
っ
て
弾
劾
さ
れ
、
致
仕
す
る
ま
で
続
い
た
。
南
京
教
難
に
よ
り
、
宣
教
師
ら
は
中
国
境
内
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

多
く
の
教
会
施
設
も
破
壊
さ
れ
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
の
伝
教
事
業
は
重
大
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る(

)

。
南
京
教
難
が
収
ま
っ
た
後
も
、

47

各
地
に
お
い
て
小
規
模
な
教
難
が
つ
づ
い
て
い
た(

)
。
48

明
末
に
お
け
る
最
大
の
反
天
主
教
運
動
で
あ
っ
た
南
京
教
難
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る(

)

。
そ
れ
ら

49

の
研
究
で
は
、
そ
の
起
因
・
経
由
か
ら
、
政
治
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
が
、
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
徐
光
啓
が
実
際
に

教
難
に
お
い
て
宣
教
師
た
ち
に
与
え
た
具
体
的
な
支
援
や
助
言
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
董
少
新
氏
は
、
近
年
発
表
さ
れ
た
南
京
教
難
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
、
徐
光
啓
が
南
京
教
難
の
際
に
宣
教
師
ら
を
弁
護
す
る

た
め
に
書
い
た
「
弁
学
章
疏
」
に
基
づ
い
て
、
徐
光
啓
の
政
治
理
想
を
論
じ
て
い
る(

)

。
彼
は
、『
明
史
』
や
徐
光
啓
文
集
な
ど
の
漢
文
史

50

料
と
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
の
『
チ
ナ
帝
国
誌
』
な
ど
の
宣
教
師
史
料
を
併
用
し
て
、
徐
光
啓
の
天
主
教
信
仰
と
彼
の
政
治
理
念
と



-43-

奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

を
結
び
つ
け
、
南
京
教
難
に
お
い
て
、
彼
が
宣
教
師
た
ち
の
保
護
に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
董
氏
の
研
究
の
中
心
は
、「
弁

学
章
疏
」
に
現
れ
た
徐
光
啓
の
政
治
理
念
に
あ
り
、
徐
光
啓
が
南
京
教
難
に
お
い
て
宣
教
師
に
与
え
た
支
援
全
般
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
考

察
さ
れ
て
い
な
い
。

教
難
に
お
い
て
、
有
力
な
奉
教
士
人
の
支
援
や
助
言
は
、
宣
教
師
自
身
は
も
と
よ
り
、
天
主
教
会
の
存
亡
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
重
要

で
あ
っ
た
。
徐
光
啓
の
よ
う
な
指
導
的
な
奉
教
士
人
が
、
教
難
に
際
し
て
、
在
華
天
主
教
会
の
保
護
に
果
た
し
た
役
割
を
よ
り
全
面
的
に
考

察
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
実
際
に
宣
教
師
ら
に
与
え
た
支
援
や
助
言
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ロ
ン
ベ
ル
の
『
江
南
伝
教
史
』
や
、
セ
メ
ー
ド
の
『
チ
ナ
帝
国
誌
』
、

さ
ら
に
新
出
史
料
で
あ
る
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
の
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
な
ど
の
宣
教
師
史
料
に
は
、
徐
光
啓
が
南
京
教
難
に
お
い
て
宣

教
師
ら
に
与
え
た
支
援
に
関
す
る
記
事
も
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
南
京
教
難
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
の
史
料
は
十
分
に
使
わ

れ
て
い
な
い
。
董
氏
は
彼
の
研
究
の
な
か
で
、
彼
自
身
が
漢
訳
し
た
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
を
利
用
し
て
い
る
が
、
徐
光
啓
の
徳
性
お
よ
び

彼
の
信
仰
生
活
に
関
す
る
描
写
が
中
心
で
あ
り
、
教
案
に
際
し
て
徐
光
啓
が
宣
教
師
に
与
え
た
支
援
に
関
す
る
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
本
節
で
は
、
主
と
し
て
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
に
よ
り
、
漢
文
史
料
や
ほ
か
の
宣
教
師
史
料
も
併
用
し
て
、
徐
光
啓
が
教
難

の
際
に
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
に
与
え
た
支
援
や
、
布
教
活
動
の
維
持
の
た
め
に
行
っ
た
努
力
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
、
徐
光
啓
の
よ
う
な

有
力
な
奉
教
士
人
が
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
の
存
続
と
発
展
に
果
た
し
た
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
徐
光
啓
が
南
京
教
難
の
際
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
の
に
居
留
し
て
い
た
サ
ン
ビ
ャ
シ
ら
の
宣
教
師
た
ち
を
、
宦
官
の
圧
迫

か
ら
守
っ
た
経
過
を
検
討
す
る
。
明
代
の
宮
廷
で
は
多
く
の
宦
官
が
は
仏
教
を
篤
信
し
て
い
た(

)

。
そ
れ
ら
の
仏
教
を
信
奉
す
る
宦
官
は
、

51

信
仰
上
も
利
害
上
も
、
宣
教
師
た
ち
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
天
主
教
布
教
と
宦
官
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
は
、
お
も
に
宣
教
師
ら

と
宦
官
た
ち
と
の
交
際
や(

)

、
天
主
教
に
入
信
し
た
宦
官
の
事
績
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る(

)

。
一
方
、
宦
官
と
奉
教

52

53

士
人
と
の
対
立
や
、
そ
れ
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
や
明
末
の
政
局
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
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い
。こ

う
し
た
対
立
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
後
宮
の
一
部
の
宦
官
と
宣
教
師
た
ち
と
の
間
に
積
怨
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
た
ち
は
、
万
暦
二
九
（
一
六
○
一
）
年
に
万
暦
帝
に
贈
物
を
献
上
し
よ
う
と
し
た
際
、
当
時
税
監
を
担
っ
て
い
た
有
力

な
宦
官
の
馬
堂
に
妨
害
を
う
け
た
。
宣
教
師
ら
の
贈
物
は
い
っ
た
ん
馬
堂
に
横
領
さ
れ
、
そ
の
後
ま
た
礼
部
に
逮
捕
さ
れ
て
外
国
使
節
用
の

館
（
会
同
館
）
に
収
容
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る(

)

。
こ
の
事
件
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
た
ち
に
宦
官
に
対
す
る
悪
印
象
を
植
え
付
け
た

54

で
あ
ろ
う
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
『
布
教
史
』
に
お
い
て
、
明
朝
の
宦
官
に
つ
い
て
、「
こ
の
王
国
で
最
も
愚
か
で
卑
劣
な
連
中
で
あ
り
、

重
大
な
事
柄
を
扱
う
に
は
最
も
無
能
で
不
適
当
な
者
た
ち
だ
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る(

)

。
55

万
暦
三
八
（
一
六
一
○
）
年
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
死
去
し
た
後
、
内
閣
大
学
士
葉
向
高
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
パ

ン
ト
ー
ハ
（
厖
迪
我
、D

iego
de

Pantoja

）
と
協
力
し
て
、
万
暦
帝
に
上
奏
し
、
北
京
郊
外
に
あ
っ
た
、
楊
姓
の
有
力
宦
官
の
別
荘
を
改
築

し
た
寺
院
を
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
な
ど
の
西
洋
宣
教
師
ら
の
墓
地
と
し
て
賜
わ
る
こ
と
に
成
功
し
た(

)

。
56

当
時
、
有
力
な
宦
官
は
大
量
の
財
産
を
有
し
て
お
り
、
宮
殿
外
に
別
荘
を
持
つ
の
は
稀
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
セ
メ
ー
ド
『
チ
ナ
帝
国

誌
』
は
、
宦
官
の
宮
殿
外
の
生
活
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
宮
殿
の
）
外
で
も
多
く
の
宦
官
た
ち
は
工
事
の
完
成
を
み
ま
も
り
、
諸
宮
殿
の
夜
警
、
王
墓
の
警
戒
、
税
金
の
取
り
立
て
、
そ
の
他

の
用
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
仕
事
に
よ
る
収
入
で
大
変
裕
福
に
な
っ
て
い
る
。
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
彼
ら
は
派

手
に
金
を
使
う
。
田
舎
に
す
ば
ら
し
い
別
荘
を
つ
く
り
、
市
中
に
は
、
楽
し
め
る
も
の
な
ら
ば
す
べ
て
ふ
ん
だ
ん
に
備
え
た
館
を
も
っ

て
い
る
。
現
実
に
は
妻
が
い
な
い
の
だ
が
、
代
わ
り
に
妻
帯
者
同
然
の
娯
し
み
に
こ
と
か
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
妻

帯
者
と
み
な
さ
れ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
墳
墓
は
豪
華
そ
の
も
の
で
あ
る(

)

。
57

上
述
し
た
楊
姓
の
宦
官
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
富
裕
で
有
力
な
宦
官
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
有
力
宦
官
の
資
産
が
、
宣
教
師
の
墓
地

と
し
て
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
、
宦
官
た
ち
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。
楊
姓
の
宦
官
の
親
族
、
友
人
、
弟
子
た
ち
は
、
こ
の
措
置
を
受
け
入
れ

ず
、
さ
ら
に
高
位
の
宦
官
や
朝
廷
の
高
官
な
ど
と
い
っ
た
有
力
者
に
請
願
し
て
、
下
賜
の
取
消
を
運
動
し
た
が
、
結
局
成
功
し
な
か
っ
た(

)

。
58
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ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

万
暦
帝
の
没
後
、
南
京
教
難
が
ま
だ
収
束
し
て
い
な
い
時
点
で
、
楊
姓
の
宦
官
の
親
戚
と
側
近
た
ち
は
、
問
題
の
墓
地
を
取
り
返
そ
う
と

し
た
。
当
時
こ
の
墓
地
を
保
護
す
る
た
め
に
、
追
放
を
免
れ
た
二
人
の
中
国
人
修
道
士
、
游
文
輝
と
倪
雅
各
が
そ
こ
に
居
住
し
て
い
た(

)

。
59

ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
楊
氏
の
親
戚
と
側
近
は
、
何
回
も
游
文
輝
と
倪
雅
各
を
役
所
へ
訴
え
た
が
、
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
は
何
人
か
の
地
元
の
官
員
に
賄
賂
し
、
当
時
の
順
天
府
知
府
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
知
府
は
修
道
士
た
ち
に

準
備
時
間
も
あ
た
え
ず
、
翌
日
に
出
廷
す
る
よ
う
に
命
じ
た
た
め
、
修
道
士
た
ち
は
た
だ
ち
に
北
京
に
滞
在
す
る
徐
光
啓
に
助
力
を
求
め
た

(
)

。「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
に
よ
れ
ば
、
徐
光
啓
は
直
ち
に
そ
の
件
を
受
理
す
る
官
員
（
順
天
府
知
府
）
に
書
簡
を
書
い
た
。
そ
の
手
紙
の

60な
か
で
、
彼
は
、
そ
の
宦
官
の
親
戚
た
ち
の
誣
言
に
逐
一
反
駁
し
、
ま
た
皇
帝
の
意
思
に
背
い
て
、
皇
帝
が
す
で
に
下
し
た
恩
賜
を
取
り
戻

す
こ
と
は
、
そ
の
官
員
自
身
に
も
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
を
説
明
し
た(

)

。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
徐
光
啓
の
書
簡
が
功
を
奏
し
て
、
知
事
は

61

修
道
士
ら
に
有
利
な
判
決
を
し
た
う
え
、
新
た
な
証
明
文
書
を
修
道
士
に
与
え
た(

)

。
し
か
し
宦
官
の
親
戚
と
側
近
は
諦
め
ず
、
そ
の
土
地

62

を
取
り
戻
そ
う
と
し
つ
づ
け
た
。

教
難
の
余
波
が
徐
々
に
収
ま
っ
て
き
た
頃
、
北
京
の
布
教
事
業
を
復
興
す
る
た
め
に
、
も
と
も
と
徐
光
啓
の
北
京
で
の
住
ま
い
に
寓
居
し

て
い
た
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
偽
装
し
て
、
ひ
そ
か
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
に
移
住
し
た(

)

。
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
宦

63

官
た
ち
は
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
が
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
に
身
を
潜
め
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
と
、
公
然
た
る
追
放
令
違
反
で
あ
る
と
し
て
、

夜
間
に
人
々
を
率
い
て
そ
の
墓
地
を
包
囲
し
た
。
徐
光
啓
は
宣
教
師
た
ち
の
危
難
を
知
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
自
宅
を
出
て
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
た
ち

を
救
援
し
よ
う
と
し
た
。
徐
光
啓
は
、
も
う
一
人
の
下
級
官
員
と
と
も
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
に
急
行
し
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
そ
の
下
級

官
員
の
官
服
に
着
替
え
さ
せ
、
墓
地
か
ら
離
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
を
実
施
す
る
前
に
、
徐
光
啓
は
サ
ン
ビ
ャ
シ
が
墓

地
か
ら
脱
出
し
た
と
い
う
報
告
を
得
て
、
ひ
と
ま
ず
自
宅
に
帰
っ
た
と
い
う(

)

。
64

ま
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ロ
ン
ベ
ル
に
よ
る
と
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
を
宦
官
た
ち
か
ら
守
る
た
め
に
、
徐
光
啓
と
、
当
時
光
禄
寺

少
卿
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
李
之
藻
は
、
天
主
教
信
者
を
集
め
て
墓
参
を
行
い
、
墓
地
が
天
主
教
会
に
属
す
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

さ
ら
に
徐
光
啓
は
、
彼
の
官
界
に
お
け
る
人
脈
を
利
用
し
て
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
に
対
す
る
告
訴
を
却
下
さ
せ
た(

)

。
し
か
し
宦
官
た
ち
の
妨
害

65
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に
よ
り
、
結
局
西
洋
人
宣
教
師
た
ち
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
に
居
留
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
徐
光
啓
の
邸
宅
に

戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
啓
元
（
一
六
二
一
）
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
（
陽
瑪
諾
、M

anuelD
iaz

）

が
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
時
も
、
は
じ
め
徐
光
啓
の
住
居
に
寄
寓
し
て
い
る(
)

。
66

こ
の
よ
う
に
、
徐
光
啓
は
彼
の
官
界
に
お
い
て
有
す
る
人
脈
や
影
響
力
を
通
じ
て
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
に
居
留
し
て
い
た
修
道
士

た
ち
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
、
教
難
を
利
用
し
て
そ
の
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
た
宦
官
た
ち
か
ら
守
り
、
ま
た
北
京
に
滞
在
す
る

宣
教
師
た
ち
に
可
能
な
限
り
援
助
を
提
供
し
て
い
た
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
生
前
に
は
、
宣
教
師
た
ち
が
没
す
る
と
、
北
京
に
は
墓
地
が
な

か
っ
た
た
め
、
マ
カ
オ
で
埋
葬
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
、
皇
帝
か
ら
墓
地
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
た
と
な
い
栄

誉
で
あ
り
、
宣
教
師
ら
の
功
績
が
朝
廷
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
教
難
に
際
し
て
、
こ
の
墓
地
が
徐
光
啓
な
ど
の
尽

力
で
守
ら
れ
た
こ
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
に
と
っ
て
、
疑
い
な
く
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

次
い
で
は
、
徐
光
啓
と
サ
ン
ビ
ャ
シ
た
ち
が
南
京
教
難
の
際
に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
朝
鮮
布
教
計
画
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
て
み

よ
う
。
南
京
教
難
に
よ
り
、
南
京
・
北
京
で
布
教
し
て
い
た
五
人
の
宣
教
師
は
マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(

)

。
ほ
か
の
西
洋
人

67

宣
教
師
た
ち
は
徐
光
啓
な
ど
の
奉
教
士
人
の
家
に
避
難
し
て
い
た
が
、
公
然
と
布
教
活
動
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
の

布
教
事
業
は
大
き
く
頓
挫
し
た
。
徐
光
啓
は
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
、
宣
教
師
ら
と
協
力
し
て
、
明
朝
の
使
節
派
遣

に
随
行
し
て
、
隣
国
で
あ
る
朝
鮮
へ
の
布
教
を
開
拓
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

徐
光
啓
の
朝
鮮
布
教
計
画
に
つ
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
人J.

G
.

ル
イ
ス
・
デ
・
メ
デ
ィ
ナ
氏
（J.

G
.

Luis
de

M
edina

）
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
の
書
簡
や
年
報
に
よ
り
、
万
暦
四
七
（
一
六
一
九
）
年
の
朝
鮮
布
教
計
画
の
進
展
と
そ
の
挫
折
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る(

)

。
ま
た
初
暁
波

68

氏
は
、
お
も
に
漢
文
史
料
を
利
用
し
て
、
徐
光
啓
が
主
張
し
た
「
監
護
朝
鮮
」
と
い
う
外
交
政
策
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
万
暦
四
七

年
の
朝
鮮
布
教
計
画
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る(

)

。
た
だ
し
、
欧
文
史
料
と
漢
文
史
料
の
双
方
を
利
用
し
て
、
こ
の
朝
鮮
布
教
計
画
に
つ

69

い
て
論
じ
た
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
づ
い
て
は
ル
イ
ス
・
デ
・
メ
デ
ィ
ナ
氏
や
初
暁
波
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
も
初
歩
的
な
検
討
を
試
み
て
み
た
い
。
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

万
暦
年
間
の
後
半
に
な
る
と
、
女
真
族
の
後
金
は
東
北
地
方
に
お
い
て
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
万
暦
四
七
（
一
六
一
九
）
年
明
軍
と

朝
鮮
軍
は
連
合
し
て
後
金
軍
を
包
囲
し
た
が
、
サ
ル
フ
の
戦
い
で
大
敗
し
て
し
ま
う
。
同
年
、
徐
光
啓
は
上
奏
し
て
、
朝
鮮
軍
の
軍
事
力
を

強
化
し
て
、
女
真
を
挟
撃
す
る
必
要
を
力
説
し
、
漢
代
に
匈
奴
を
攻
撃
す
る
た
め
に
西
域
に
使
者
を
派
遣
し
た
故
事
に
倣
っ
て
、
朝
鮮
に
使

者
を
派
遣
し
て
同
盟
を
強
化
す
べ
き
だ
と
し
て
、
彼
自
身
が
使
者
と
し
て
朝
鮮
に
赴
く
こ
と
を
要
請
し
た(

)

。
70

こ
の
際
、
徐
光
啓
は
朝
鮮
の
軍
事
力
増
強
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
朝
鮮
に
同
行
し
、
朝
鮮
国
王

に
布
教
を
お
こ
な
い
、
天
主
教
を
朝
鮮
に
伝
え
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る(

)

。
清
朝
の
中
国
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
李
杕
は
、
「
徐

71

文
定
公
行
実
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
徐
光
啓
は
）
宣
教
師
ら
と
計
画
を
討
議
し
て
、
朝
鮮
に
布
教
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
朝
鮮
で
は
海
禁
が
厳
し
く
、
入
国
が
不
可
能
だ

っ
た
た
め
、
皇
帝
の
命
令
を
奉
じ
て
東
方
に
お
も
む
き
、（
朝
鮮
の
人
民
）
を
教
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る(

)

。
72

こ
の
計
画
は
、
実
際
に
は
中
国
教
区
長
ニ
コ
ロ
ー
・
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ
（
龍
華
民
、N

iccolò
Longobardi

）
の
発
案
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
が(

)

、
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
徐
光
啓
も
以
前
か
ら
天
主
教
を
朝
鮮
に
伝
播
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
い
う(

)

。
徐
光

73

74

啓
と
宣
教
師
た
ち
は
、
も
し
朝
鮮
国
王
を
天
主
教
に
改
宗
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
朝
鮮
の
臣
民
も
必
ず
天
主
教
に
改
宗
す
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
た(

)

。
君
主
の
入
信
に
よ
っ
て
、
そ
の
臣
民
の
天
主
教
受
容
を
図
る
こ
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て
常
に
用
い
て
い

75

た
布
教
方
針
で
あ
っ
た
。
日
本
・
中
国
の
布
教
に
お
い
て
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
は
、
ま
ず
天
皇
や
皇
帝
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と
を

模
索
し
て
い
た
。

布
教
の
た
め
に
、
徐
光
啓
と
サ
ン
ビ
ャ
シ
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
漢
文
で
書
い
た
天
主
教
関
係
書
籍
を
何
冊
も
用
意
し
た(

)

。
当
時
、
マ

76

テ
オ
・
リ
ッ
チ
『
天
主
実
義
』
な
ど
の
、
天
主
教
の
教
理
を
紹
介
す
る
書
籍
は
、
す
で
に
朝
鮮
の
朝
貢
使
節
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ
、

特
に
南
人
派
の
学
者
た
ち
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。
李
晬
光
や
柳
夢
寅
な
ど
の
朝
鮮
知
識
人
は
、
自
著
の
な
か
で
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
や
天
主
教

関
係
の
事
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
た
ち
が
北
京
に
到
来
し
た
際
、
当
初
は
各
国
の
朝
貢
使
節
が
宿
泊
す
る
「
会
同
館
」
に

寓
居
し
て
い
た
の
で
、
宣
教
師
た
ち
は
そ
こ
で
朝
鮮
の
使
者
と
接
触
し
た
可
能
性
が
あ
る(

)

。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士

77
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た
ち
は
朝
貢
使
節
か
ら
朝
鮮
情
報
を
獲
得
し
、
朝
鮮
へ
の
布
教
を
構
想
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

サ
ン
ビ
ャ
シ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
こ
の
要
請
に
よ
り
、
皇
帝
は
大
き
な
勢
威
と
特
権
を
も
っ
て
い
る
博
士
（
徐
光
啓
）
を
高
麗
へ
派

遣
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
直
ち
に
出
発
の
た
め
の
準
備
が
整
え
ら
れ
た
」
と
い
う(

)

。
し
か
し
こ
の
計
画
は
、
朝
廷
に
お
い
て
、
軍
事
面
の

78

重
責
を
担
う
徐
光
啓
を
遠
方
へ
派
遣
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
反
対
に
あ
い
、
実
行
さ
れ
な
か
っ
た(

)

。
79

し
か
し
徐
光
啓
は
朝
鮮
に
赴
く
こ
と
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
天
啓
元
年
に
、
ふ
た
た
び
朝
廷
に
朝
鮮
へ
の
派
遣
を
要
請
し

た
。
彼
が
朝
鮮
へ
の
派
遣
を
求
め
た
上
奏
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

奴
（
後
金
軍
）
は
遼
東
の
人
民
を
北
城
に
移
住
さ
せ
、
ほ
し
い
ま
ま
に
危
害
を
く
わ
え
て
い
る
。
丁
壮
は
斬
殺
さ
れ
、
婦
女
は
姦
淫
さ

れ
て
い
る
。
（
中
略
）
も
し
こ
の
機
に
一
旅
（
の
軍
隊
）
を
派
遣
し
て
（
人
民
に
）
呼
び
か
け
れ
ば
、
（
明
朝
に
）
響
応
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
く
な
い
。
こ
の
機
に
乗
ず
る
べ
き
で
あ
る(

)

。
80

徐
光
啓
は
翌
天
啓
二
（
一
六
二
二
）
年
に
も
、
ふ
た
た
び
上
奏
し
て
、
重
ね
て
彼
自
身
が
朝
鮮
に
赴
き
、
女
真
を
牽
制
さ
せ
る
こ
と
を
図

り
た
い
と
要
請
し
て
い
る(

)

。
し
か
し
こ
の
要
請
も
認
め
ら
れ
ず
、
朝
鮮
へ
の
布
教
計
画
も
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
徐
光
啓
は
西

81

洋
暦
法
に
よ
る
修
暦
や
、
西
洋
火
器
に
よ
る
軍
事
改
革
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
へ
の
使
節
派
遣
計
画
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
宣
教
師
の
布
教
活

動
の
展
開
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
徐
光
啓
は
、
朝
鮮
以
外
の
周
辺
諸
国
に
お
け
る
天
主
教
布
教
の
進
展
に
も
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ

ば
、
徐
光
啓
は
同
時
期
の
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
に
つ
い
て
も
詳
し
く
知
っ
て
お
り
、
日
本
の
教
徒
が
苦
難
の
な
か
で
も
信
仰
を

固
く
守
っ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
と
安
堵
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
迫
害
さ
れ
た
際
に
は
、
徐
光

啓
は
ベ
ト
ナ
ム
の
信
徒
た
ち
を
励
ま
す
た
め
に
、
直
筆
の
長
い
手
紙
を
書
い
た
と
い
わ
れ
る(

)

。
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
の
教
難
と
は
、
お
そ
ら
く

82

一
六
二
八
年
に
、
塘
外
（Đ

àng
N
goài

）
の
鄭
氏
集
団
（Trịnh

Tráng

）
が
、
宣
教
師
の
布
教
活
動
に
対
し
て
、
禁
令
を
発
し
た
こ
と
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る(

)

。
徐
光
啓
が
明
朝
に
お
け
る
天
主
教
の
発
展
に
尽
力
し
た
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
周
辺
諸
国

83

に
お
け
る
布
教
活
動
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
漢
文
史
料
と
西
洋
史
料
と
併
用
し
て
、
明
末
の
代
表
的
な
奉
教
士
人
で
あ
っ
た
徐
光
啓
と
、
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
の
交
際
を
、

イ
エ
ズ
ス
会
が
採
用
し
た
「
上
層
路
線
」
布
教
方
針
の
展
開
例
と
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
徐
光
啓
の

よ
う
な
奉
教
士
人
の
官
界
で
有
す
る
人
脈
や
影
響
力
な
ど
が
、
天
主
教
事
業
の
発
展
と
存
続
に
対
し
て
果
た
し
た
具
体
的
な
役
割
に
つ
い
て

考
察
を
く
わ
え
た
。
最
後
に
そ
の
要
点
を
簡
略
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

一
、
明
末
に
お
け
る
最
も
有
力
な
奉
教
士
人
の
一
人
で
あ
っ
た
徐
光
啓
は
、
多
く
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
交
際
し
、
彼
ら
か
ら
天
主
教

義
や
西
学
を
学
び
、
関
係
書
籍
を
翻
訳
し
て
そ
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
積
極
的
に
彼
の
官
界
に
お
け
る
人
脈
を
利
用
し
て
、

宣
教
師
ら
と
彼
ら
が
も
た
ら
し
た
西
学
を
、
周
囲
の
官
員
た
ち
に
推
薦
し
、
士
人
社
会
に
お
け
る
天
主
教
信
仰
の
普
及
、
お
よ
び
布
教
事
業

の
拡
張
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
徐
光
啓
の
影
響
で
天
主
教
に
入
信
し
た
、
あ
る
い
は
宣
教
師
ら
に
好
意
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
官
員
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

二
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
徐
光
啓
の
よ
う
な
有
力
な
奉
教
士
人
ら
の
支
持
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
国
人
の
排
外
思
想
や
、

天
主
教
と
仏
教
と
の
衝
突
な
ど
の
、
様
々
な
政
治
的
・
社
会
的
な
原
因
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
官
民
の
反
天
主
教
運
動
に
見
舞
わ
れ
た
。
徐

光
啓
は
、
明
末
に
お
け
る
最
大
の
反
天
主
教
運
動
で
あ
る
南
京
教
難
に
際
し
て
、「
弁
学
章
疏
」
を
朝
廷
に
上
呈
し
、
天
主
教
信
仰
を
弁
護

す
る
と
と
も
に
、
宣
教
師
た
ち
を
自
宅
に
保
護
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
官
界
に
お
け
る
影
響
力
を
利
用
し
て
、
皇
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
マ
テ
オ

・
リ
ッ
チ
の
墓
地
を
宦
官
た
ち
か
ら
守
り
、
危
機
に
瀕
し
た
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
を
支
え
た
。
ま
た
、
教
難
に
よ
り
打
撃
を
受
け

た
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
に
新
天
地
を
開
拓
す
る
た
め
、
彼
は
自
ら
朝
廷
の
使
者
と
な
り
、
宣
教
師
を
と
も
な
っ
て
朝
鮮
に
赴
く
こ
と
も

企
図
し
て
い
た
。

奉
教
士
人
の
改
宗
は
、
彼
ら
が
儒
教
な
ど
の
伝
統
宗
教
を
深
く
奉
じ
て
い
た
た
め
に
、
普
通
の
民
衆
よ
り
も
時
間
が
掛
か
っ
た
。
し
か
し
、
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東
洋
史
論
集
四
四

彼
ら
の
入
信
が
在
華
天
主
教
会
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
彼
ら
自
身
の
社
会
地
位
と
影
響
力
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
が
官
界
と
地
域
社
会
に
お

い
て
有
す
る
人
間
関
係
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宣
教
師
ら
の
布
教
事
業
の
発
展
に
た
い
し
て
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
徐
光
啓
の
事
例
の
よ
う
に
、
奉
教
士
人
た
ち
は
、
熱
心
に
宣
教
師
た
ち
に
協
力
し
、
布
教
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
け
で

は
な
く
、
自
ら
が
有
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
特
に
彼
ら
が
官
界
に
お
い
て
持
っ
て
い
る
人
脈
を
通
じ
て
、
宣
教
師
た
ち
に
と
っ
て
新
た

な
助
力
と
な
り
え
る
人
物
を
見
つ
け
、
宣
教
師
た
ち
の
支
持
者
と
し
て
育
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
中
心
人
物
か
ら
放
射
状
に
伝
播

す
る
布
教
パ
タ
ー
ン
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
歩
ん
で
い
た
「
上
層
路
線
」
と
い
う
布
教
方
針
の
重
要
な
展
開
の
あ
り
方
の
一
つ
だ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
後
任
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ
は
、
も
と
も
と
「
文
化
適
応
」
と
い
う
布
教
方
針
に
異
議

を
唱
え
て
お
り
、
く
わ
え
て
ド
ミ
ニ
コ
会
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
、
教
皇
に
中
国
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
異
教
の
習
慣
を
許
容
し
て
い
る

と
訴
え
た
た
め
、
清
朝
初
期
に
は
典
礼
論
争
が
発
生
す
る
に
い
た
る(

)

。

そ
の
結
果
、
天
主
教
は
中
国
文
化
と
の
融
合
を
認
め
る
柔
軟
性

84

を
失
い
、
中
国
士
人
の
入
信
を
難
し
く
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
く
わ
え
て
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ
は
、
士
大
夫
よ
り
も
、
入
信
さ
せ
や
す
い
民

衆
を
布
教
の
主
要
対
象
に
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
た
ち
が
唱
導
し
た
「
上
層
路
線
」
の
布
教
方
針
も
転
換
し
た
。
そ
の

た
め
、
清
朝
に
入
る
と
、
奉
教
士
人
の
数
は
明
末
よ
り
か
な
り
減
少
し
、
禁
教
が
命
じ
ら
れ
た
際
に
も
、
徐
光
啓
の
よ
う
に
天
主
教
の
擁
護

に
努
め
た
有
力
な
奉
教
士
人
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
末
に
隆
盛
に
む
か
っ
た
在
華
天
主
教
会
の
布
教
事
業
も
衰

退
に
む
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註

(
)

代
表
的
な
研
究
に
は
、
孫
尚
揚
『
基
督
教
与
明
末
儒
学
』（
東
方
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
上
篇
第
一
章
「
利
瑪
竇
的
伝
教
策
略
」
、
黄
正
謙
『
西
学

1

東
漸
之
序
章
―
明
末
清
初
耶
蘇
会
史
新
論
―
』（
香
港
中
華
書
局
、
二
○
一
○
年
）
第
三
章
「
在
華
耶
蘇
会
士
之
上
層
伝
教
策
略
」
が
あ
る
。
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(
)

西
学
東
伝
に
関
連
し
て
奉
教
士
人
と
宣
教
師
ら
と
の
交
流
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
橋
本
敬
造
『
明
末
の
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
「
科
学
革
命
」
の

2

成
果
』（
関
西
大
学
『
社
会
学
部
紀
要
』
巻
一
三
、
第
一
号
、
一
九
八
一
年
）、
董
少
新
・
黄
一
農
「
崇
禎
年
間
招
募
葡
兵
新
考
」（
『
歴
史
研
究
』
二
〇

〇
九
年
第
五
期
）
、
黄
一
農
「
天
主
教
徒
孫
元
化
与
明
末
伝
華
的
西
洋
火
炮
」（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
六
七
本
四
分
、
一
九
九
六
年
）

な
ど
が
あ
る
。

(
)

林
金
水
『
利
瑪
竇
与
中
国
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
第
二
章
「
利
瑪
竇
和
中
国
士
大
夫
」
お
よ
び
付
録
「
利
瑪
竇
交
遊
人
物
表
」。

3

(
)

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
以
外
の
宣
教
師
に
つ
い
て
は
、
計
翔
翔
「
明
末
在
華
天
主
教
士
金
尼
閣
事
迹
考
」（
『
世
界
歴
史
』
一
九
九
五
年
第
一
期
）、
沈
定
平

4

「
論
衛
匡
国
在
中
西
文
化
交
流
史
上
的
地
位
与
作
用
」（
『
中
国
社
会
科
学
』
一
九
九
五
年
第
三
期
）
が
あ
る
。

(
)

徐
光
啓
と
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
の
交
際
に
関
す
る
主
要
研
究
と
し
て
は
、
孫
尚
揚
・
湯
一
介
『
利
瑪
竇
与
徐
光
啓
』（
新
華
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
、

5

G
eorge

H
.

D
unne,

G
eneration

of
G

iants:
The

Story
of

The
Jesuits

in
China

in
the

Last
D

ecades
of

The
M

ing
D

ynasty ,
K

essinger

Publishing,
2010,

安
部
力
「
徐
光
啓
の
天
主
教
理
解
に
つ
い
て
」（
『
中
国
哲
学
論
集
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
）、
張
中
鵬
・
湯
開
建
「
徐
光
啓
与

利
瑪
竇
之
交
遊
及
影
響
」（
『
華
南
師
範
大
学
学
報
』
二
○
一
一
年
第
五
期
）
な
ど
が
あ
る
。

(
)

マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
（
川
名
公
平
訳
）『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
一
・
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
・
三
年
）
。

6

以
下
リ
ッ
チ
、
セ
メ
ー
ド
『
布
教
史
』
と
略
称
。

(
)

宣
教
師
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ロ
イ
ス
が
著
し
た
『
一
六
三
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
中
国
副
管
区
年
報
』
の
一
部
。
題
名
は
、A

lgum
ascouzasde

edificação
da

vida
e

7m
orte

do
D

outorPaulo.

本
稿
で
は
そ
の
漢
訳
を
利
用
し
た
。
伏
若
望
（
董
少
新
訳
）「
徐
保
禄
進
士
行
実
」（『
澳
門
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
七
年

第
六
期
）。

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

History
of
That

Greatand
Renowned

Monarchy
ofChina

,
Printed

by
E.TylerforJ.Crook,1655.

宣
教
師
ア
ル
ヴ
ァ
ロ

8

・
セ
メ
ー
ド
は
万
暦
四
一
（
一
六
一
三
）
年
に
来
華
し
、
も
と
も
と
は
謝
務
禄
と
い
う
漢
名
を
用
い
た
。
三
年
後
の
南
京
教
難
の
際
に
、
マ
カ
オ
に

追
放
さ
れ
、
万
暦
四
八
（
一
六
二
○
）
年
ふ
た
た
び
中
国
の
大
陸
に
入
り
、
曽
徳
昭
と
い
う
漢
名
で
江
南
や
陜
西
地
域
で
伝
道
し
て
い
た
（Le

P.Louis

Pfister,
N

otices
biographiques

et
bibliographiques

sur
les

Jésuites
de

l'ancienne
m

ission
de

Chin
1552 -1773,Tom

e
I,

Im
prim

erie
de

la

M
ission

catholique,1932,pp.143-145.

以
下
同
書
をNotices

biographiques

と
略
す
）。
セ
メ
ー
ド
が
書
い
た
中
華
帝
国
史
の
原
稿
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

http://www.amazon.com/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=George%20H.%20Dunne&ie=UTF8&search-alias=books&sort=relevancerank
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語
で
あ
る
が
、
日
本
国
内
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
文
を
入
手
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
矢
沢
利
彦
に
よ
り
和
訳
さ
れ
た
『
チ
ナ
帝
国
誌
』（
大

航
海
時
代
叢
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
で
は
、
原
稿
の
第
三
部
、
す
な
わ
ち
中
国
布
教
に
関
す
る
内
容
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
原
文

の
出
版
の
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
英
訳
版
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
)

高
龍
鞶
（
周
士
良
訳
）『
江
南
伝
教
史
』
一
（
天
主
教
上
海
教
区
光
啓
社
、
二
○
○
八
年
）。

9

(
)

A
ntónio

de
G

ouvea,Asia
Extrem

a,Segunda
parte,Livro

1,Capitulo
3,Edicão,Introd.e

notas
de

H
orácio

A
raújo,Fundação

O
riente,2005.

10

(
)

徐
光
啓
の
返
信
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
さ
れ
、
リ
ス
ボ
ン
に
あ
る
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
が
所
蔵
す
る
一
八
世
紀
の
イ
エ
ズ
ス
会
関
係
の
写
本
に
収
録

11

さ
れ
て
い
る
。
董
少
新
「
里
斯
本
阿
儒
達
図
書
館
藏
徐
光
啓
作
品
三
種
訳
跋
」(

『
文
化
雑
誌
』
第
七
五
期
、
二
○
一
○
年)

一
○
九
～
一
三
三
頁

。

(
)

た
と
え
ば
、
黄
一
農
前
掲
『
両
頭
蛇
』
付
録
七
・
三
「
科
挙
所
形
成
的
人
脈
網
絡
」、
ま
た
肖
清
和
「
礼
物
与
明
末
清
初
天
主
教
的
適
応
策
略
」（
『
東

12

岳
論
叢
』
二
○
一
三
年
第
三
期
）
八
一
～
八
三
頁
。

(
)

王
伝
松
「
無
錫
天
主
堂
第
一
位
本
堂
神
父
畢
方
済
」（
『
中
国
天
主
教
』
二
○
○
六
年
第
五
期
）。

13

(
)

湯
開
建
・
王
婧
「
関
于
明
末
意
大
利
耶
蘇
会
士
畢
方
済
奏
摺
的
幾
個
問
題
」（
『
中
国
史
研
究
』
二
○
○
八
年
第
一
期
）。

14

(
)

浅
見
雅
一
「
中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
任
官
問
題
」（
『
史
学
』
一
九
九
六
年
）。

15

(
)

中
砂
明
徳
「
イ
エ
ズ
ス
会
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ン
ビ
ア
シ
の
旅
」（
『
ア
ジ
ア
史
学
論
集
』
三
、
二
○
一
○
年
）。

16

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
五
八
頁
。

17

(
)

南
京
教
難
は
、
南
京
礼
部
尚
書
沈
㴶
が
引
き
お
こ
し
た
天
主
教
弾
圧
事
件
で
あ
る
。

18

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renowned
M

onarchy
ofC

hina,p.224.

19

(
)

A
ntónio

de
G

ouvea,Asia
Extrem

a,Segunda
parte,Livro

1,Capitulo
3,Edicão,p.199.

20

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renowned
M

onarchy
ofC

hina,p.224.

21

(
)

A
ntónio

de
G

ouvea,Asia
Extrem

a,Segunda
parte,Livro

1,Capitulo
3,p.200.

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
一
五
頁
。

22

(
)

Pierre
M

orin,“Relation
de

1621,”
H

istoire
de

ce
qui

s'est
passé

es
Royaum

es
de

la
Chine

et
du

Japon,chez
Sébastien

Cram
ois,1625,

23

東
洋
史
論
集
四
四
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

p.206.Pfister,N
otices

biographiques,Tom
e

I,p.137.

(
)

『
徐
氏
庖
言
』
（
朱
維
錚
・
李
天
綱
編
『
徐
光
啓
全
集
』
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
○
年
）
巻
三
「
謹
申
一
得
以
保
万
全
疏
」
、
二
一
○
頁
。

24

(
)

前
掲
『
徐
氏
庖
言
』
巻
三
「
台
銃
事
宜
疏
」、
二
一
九
頁
。

25

(
)

康
熙
『
五
河
県
誌
』
（
『
中
国
方
志
叢
書
』
華
中
地
方
、
成
文
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
一
六
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
五
河
知
県
は
、
万
暦
年
間
に

26

お
け
る
最
後
の
知
県
で
あ
っ
た
盧
自
立
か
、
天
啓
年
間
に
最
初
の
知
県
で
あ
っ
た
王
命
卿
と
考
え
ら
れ
る
。
盧
自
立
は
河
北
の
淶
水
出
身
の
挙
人
で
あ

る
。
王
命
卿
は
廣
東
の
番
禹
出
身
の
進
士
で
あ
り
、
万
暦
四
一
（
一
六
一
三
）
年
に
進
士
に
及
第
し
た
が
、
そ
の
際
の
主
考
官
は
葉
向
高
と
方
従
哲
、

同
考
官
の
一
人
は
徐
光
啓
で
あ
っ
た
。
こ
の
知
県
が
王
命
卿
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
葉
向
高
や
徐
光
啓
な
ど
の
門
生
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
関
係

を
通
じ
て
、
徐
光
啓
か
ら
サ
ン
ビ
ャ
シ
を
紹
介
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。

(
)

Pierre
M

orin,“Relation
de

1621,”
H

istoire
de

ce
quis'estpassé

es
Royaum

es
de

la
Chine

etdu
Japon,p.64.

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』

27

一
、
一
一
五
頁
よ
り
転
引
。

(
)

『
明
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
卷
二
六
七
、
列
伝
一
五
五
、
鹿
善
継
伝
。

28

(
)

『
徐
光
啓
詩
文
集
』（
前
掲
『
徐
光
啓
全
集
』
九
）
巻
八
「
致
鹿
善
継
」、
三
三
一
頁
。

29

(
)

黄
一
農
『
両
頭
蛇
―
明
末
清
初
的
第
一
代
天
主
教
徒
―
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
七
一
～
二
七
二
頁
。

30

(
)

黄
一
農
「
天
主
教
徒
孫
元
化
与
明
末
伝
華
的
西
洋
火
炮
」（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六
七
本
、
第
四
分
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）。

31

(
)

孫
承
宗
等
『
車
営
扣
答
合
編
』（
『
中
国
兵
書
集
成
』
巻
三
四
、
解
放
軍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

32

(
)

い
ず
れ
も
鹿
善
継
『
鹿
忠
節
公
集
』
卷
一
一
（
道
光
二
八
年
刊
、
清
同
治
五
年
重
印)

に
収
録
。

33

(
)

紀
昀
『
四
庫
全
書
総
目
』（
中
華
書
局
、
二
○
一
三
年
）
巻
一
六
〇
、『
天
歩
真
原
』
提
要
。

34

(
)

阮
元
「
薛
鳳
祚
伝
」『
畴
人
伝
彙
編
』（
広
陵
書
社
、
二
○
○
九
年
）
四
〇
六
頁
。

35

(
)

G
iulio

Cesare
Cordara

が
著
し
たH

istoria
Societatis

Iesu(1615-1633)

（soc.,t.V
III,p.236

）
に
は
、
こ
の
信
者
は
河
南
開
封
の
出
身
で
あ
る
と

36

記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
六
二
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
で
は
、
こ
の
信
者
はTuon

Pedro

と
言
い
、
山
西
絳
州
の
出
身
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
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東
洋
史
論
集
四
四

る
。
中
砂
明
徳
氏
は
、
こ
のTuon

Pedro

は
、
絳
州
段
氏
の
一
族
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
中
砂
明
徳
前
掲
「
イ
エ
ズ
ス
会
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ン

ビ
ア
シ
の
旅
」
三
六
頁
。

(
)

G
iulio

Cesare
Cordara,H

istoria
Societatis

Iesu(1615-1633),soc.,t.V
III,p.236.Pfister,N

otices
biographiques,Tom

e
I,p.138

よ
り
転
引
。

37

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
五
七
頁
。

38

(
)

中
砂
明
徳
前
掲
「
イ
エ
ズ
ス
会
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ン
ビ
ア
シ
の
旅
」
三
六
頁
。

39

(
)

A
ntónio

de
G

ouvea,Asia
Extrem

a,BA
49-V

-11,fls
2v-3.M

urta
Pina,O

s
Jesuítas

em
Nanquim

(1599-1633),Centro
Científico

e
Cultural

40

de
M

acau,2008,p.135
よ
り
転
引
。

(
)

D
aniello

Bartoli,D
ella

C
ina,Libro

quarto,G
iacinto

M
arietti,1825,pp.256-258.

41

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
四
頁
。

42

(
)

李
延
昰
『
南
呉
旧
話
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
二
六
八
～
二
六
九
頁
。

43

(
)

梁
家
勉
・
李
天
綱
『
増
補
徐
光
啓
年
譜
』（
前
掲
『
徐
光
啓
全
集
』
一
○
）
一
八
八
頁
。

44

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renowned
M

onarchy
ofC

hina,pp.235-236.

45

(
)

イ
エ
ズ
ス
会
士
が
中
国
布
教
の
初
期
に
お
い
て
遭
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
小
規
模
の
教
難
に
つ
い
て
、A

lvaro
Sem

edo,The
H

istory
ofThatG

reatand

46Renowned
M

onarchy
ofC

hina,pp.172-177

を
参
照
。

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
○
二
～
一
一
三
頁
。

47

(
)

João
Froes,

ãnua
da

China
de

1634,
H

angzhou,
17/4/1625,

BA
49-V

-6,
fl.167v.

Isabel
A

.
M

urta
Pina,

O
s

Jesuítas
em

N
anquim

48

(1599-1633),p.128

よ
り
転
引
。

(
)

南
京
教
難
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
に
は
、M

urta
Pina,O

s
Jesuítas

em
N

anquim
(1599-1633),pp.106-136 ,

葛
谷
登
「
明
末
の
南
京
教
難
に
お

49

け
る
天
主
教
士
人
の
護
教
の
論
理
」（
『
一
橋
論
叢
』
九
二
、
一
九
八
四
年
）
、
宝
成
関
「
中
西
文
化
的
第
一
次
激
烈
冲
突
―
明
季
「
南
京
教
案
」
文
化

背
景
剖
析
―
」（
『
史
学
集
刊
』
一
九
九
三
年
第
四
期
）、
万
明
「
晩
明
南
京
教
案
新
探
」（
『
明
史
論
叢
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
鄒

http://it.wikipedia.org/wiki/1615
http://it.wikipedia.org/wiki/1633
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

振
環
「
明
末
南
京
教
案
在
中
国
教
案
史
研
究
中
的
「
範
式
」
意
義
―
以
南
京
教
案
的
反
教
与
「
破
邪
」
模
式
為
中
心
―
」（
『
学
術
月
刊
』
二
○
○
八
年

第
五
期
）
な
ど
が
あ
る
。

(
)

董
少
新
「
論
徐
光
啓
的
信
仰
与
政
治
理
想
―
以
南
京
教
案
為
中
心
―
」（
『
史
林
』
二
○
一
二
年
一
月
）。

50

(
)

明
代
の
宦
官
と
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
陳
玉
女
『
明
代
二
十
四
衙
門
宦
官
與
北
京
仏
教
』（
如
聞
出
版
社
、
二
○
○
一
年
）、

杜
常
順
『
明
朝

51

宮
廷
与
仏
教
関
系
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
、
二
○
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

(
)

た
と
え
ば
、
康
志
杰
「
明
末
来
華
耶
蘇
会
士
与
宦
官
交
往
評
析
」（
『
世
界
宗
教
研
究
』
二
○
○
一
年
第
一
期
）、
夏
伯
嘉
「
天
主
教
与
明
末
社
会
―
崇

52

禎
朝
龍
華
民
山
東
伝
教
的
幾
个
問
題
―
」（
『
歴
史
研
究
』
二
○
○
九
年
第
二
期
）。

(
)

た
と
え
ば
、
董
少
新
「
明
末
奉
教
太
監
厖
天
寿
考
」（
『
復
旦
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
○
一
○
年
第
一
期
）。

53

(
)

馬
堂
事
件
に
つ
い
て
は
、
リ
ッ
チ
、
セ
メ
ー
ド
前
掲
『
布
教
史
』
一
、
第
四
の
書
、
第
一
一
～
一
四
章
を
参
照
。

54

(
)

リ
ッ
チ
、
セ
メ
ー
ド
前
掲
『
布
教
史
』
一
、
第
一
の
書
、
第
九
章
、
一
一
二
頁
。

55

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renow
ned

M
onarchy

ofChina,pp.197-203.

56

(
)

セ
メ
ー
ド
前
掲
『
チ
ナ
帝
国
誌
』
四
六
一
頁
。

57

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renow
ned

M
onarchy

ofChina,pp.200-203.

58

(
)

D
aniello

Bartoli,D
ella

Cina,Libro
terrzo,G

iacinto
M

arietti,1825,p.158.

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
○
六
頁
。Alvaro

Sem
edo,The

59

H
istory

ofThatG
reatand

Renowned
M

onarchy
ofC

hina,p.221.

(
)

A
lvaro

Sem
edo,The

H
istory

ofThatG
reatand

Renowned
M

onarchy
ofC

hina,p.222.

60

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
四
頁
。

61

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
四
頁
。

62

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
一
四
頁
。A

lvaro
Sem

edo,The
H

istory
ofThatG

reatand
Renow

ned
M

onarchy
ofChina,p.222.

63

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
四
頁
。

64

http://epub.cnki.net/kns/detail/detail.aspx?QueryID=1&CurRec=5&DbCode=CJFQ&dbname=CJFD2010&filename=FDDX201001008&urlid=&yx=
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東
洋
史
論
集
四
四

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
一
四
頁
。

65

(
)

Pierre
M

orin,“Relation
de

1621,”
p.60.Pfister,Notices

biographiques,Tom
e

I,p.107

よ
り
転
引
。

66

(
)

当
時
澳
門
に
追
放
さ
れ
た
の
は
、
南
京
で
布
教
し
て
い
た
宣
教
師
ア
フ
ォ
ン
ソ
・

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
、
宣
教
師
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
・
セ
メ
ー
ド
、
宣
教
師

67

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
と
、
北
京
で
布
教
し
て
い
た
宣
教
師
サ
バ
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
ウ
ル
シ
ス
（
熊
三
抜
、Sabatino

de
U

rsis

）
、
宣
教
師
デ
ィ
エ

ゴ
・
デ
・
パ
ン
ト
ー
ハ
で
あ
っ
た
。

(
)

J.G
.

ル
イ
ズ
・
デ
・
メ
デ
ィ
ナ
『
遥
か
な
る
高
麗
―16

世
紀
韓
国
開
教
と
日
本
イ
エ
ス
ス
会
―
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
一
○
七
～
一
一
○
頁
。

68

(
)

初
暁
波
『
從
華
夷
到
万
国
的
先
聲
―
徐
光
啓
対
外
観
念
研
究
―
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
○
○
八
年
）。

69

(
)

前
掲
『
徐
氏
庖
言
』
巻
三
「
遼
左
阽
危
已
甚
疏
」、
一
六
三
頁
。
初
暁
波
前
掲
『
從
華
夷
到
万
国
的
先
聲
』
八
○
～
九
三
頁
。

70

(
)

高
龍
鞶
前
掲
『
江
南
伝
教
史
』
一
、
一
三
七
頁
。

71

(
)

与
教
士
議
計
、
欲
伝
教
朝
鮮
、
以
海
禁
綦
厳
、
不
能
入
、
爰
擬
奉
差
東
行
、
為
宣
化
地
。
李
杕
「
徐
文
定
公
行
実
」(

宋
浩
杰
等
編
『
中
西
文
化
会
通
第

72

一
人
―
徐
光
啓
学
術
研
討
会
論
文
集
―
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
三
八
頁
。

(
)

Sección
Japón

-China
de

A
RSI189

19v.
メ
デ
ィ
ナ
前
掲
『
遥
か
な
る
高
麗
』
一
一
○
頁
よ
り
転
引
。

73

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
八
頁
。

74

(
)

D
aniello

Bartoli,D
ella

Cina,Libro
terrzo,pp.159-161.

75

(
)

D
aniello

Bartoli,D
ella

C
ina,Libro

terrzo,pp.160-161.Pierre
M

orin,“Relation
de

1621.”
Pfister,N

otices
biographiques,Tom

e
I,p.137

よ

76

り
転
引
。

(
)

黃
徳
寬
「
韓
国
教
友
与
韓
国
天
主
教
」（
輔
仁
大
学
『
神
学
論
集
』
六
四
期
、
一
九
八
五
年
）
二
九
九
～
三
○
五
頁
。

77

(
)

サ
ン
ビ
ャ
シ
、
天
津
発
信
・
一
六
二
○
年
四
月
二
○
日
付
報
告
書
。Sección

Japón
-China

de
A

RSI161I49.

メ
デ
ィ
ナ
前
掲
『
遥
か
な
る
高
麗
』

78

一
一
○
頁
よ
り
転
引
。

(
)

前
掲
『
徐
氏
庖
言
』
巻
一
「
恭
承
新
命
謹
陳
急
切
事
宜
疏
」、
一
六
七
頁
。
ま
た
、
廷
臣
た
ち
の
徐
光
啓
の
建
議
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
に
つ
い
て

79
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奉
教
士
人
と
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
「
上
層
路
線
」
の
展
開
─
徐
光
啓
と
宣
教
師
サ
ン
ビ
ャ
シ
と
の
交
際
を
中
心
に
─
（
史
）

は
、
初
暁
波
前
掲
『
從
華
夷
到
万
国
的
先
聲
』
八
三
～
八
四
頁
を
参
照
。

(
)

奴
迁
遼
民
于
北
城
、
恣
行
荼
毒
。
丁
壮
罹
鋒
刃
、
婦
女
遭
淫
汚
。
大
拂
出
降
之
意
、
使
此
際
有
一
旅
号
召
、
何
難
響
応
。
此
機
之
可
乘
者
。
前
掲
「
恭

80

承
新
命
謹
陳
急
切
事
宜
疏
」
一
六
七
頁
。

(
)

前
掲
『
徐
氏
庖
言
』
巻
三
「
仰
承
恩
命
量
力
知
難
疏
」、
二
二
一
頁
。

81

(
)

伏
若
望
前
掲
「
徐
保
禄
進
士
行
実
」
一
五
五
頁
。

82

(
)

そ
の
ベ
ト
ナ
ム
の
教
難
に
つ
い
て
、
阮
友
心
「
関
於
天
主
教
従
十
六
世
紀
至
十
八
世
紀
在
越
南
伝
入
与
発
展
之
初
探
」（
『
成
大
歴
史
学
報
』
四
○
号
、

83

二
○
一
一
年
）
を
参
照
。

(
)

康
熙
朝
の
典
礼
論
争
に
つ
い
て
は
、
矢
沢
利
彦
『
中
国
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、
李
天
綱
『
中
国
礼
儀
之
争
』（
上
海
古
籍

84

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
黄
正
謙
『
西
学
東
漸
之
序
章
―
明
末
清
初
耶
蘇
会
史
新
論
―
』（
香
港
中
華
書
局
、
二
○
一
○
年
）
九
四
～
一
九
四
頁
な
ど

を
参
照
。


